






《実践報告》 丸木弓，容器等の木製品が出土し，同市京田遺跡では弥生
時代中期～後期の直柄平鍬一木梯子，田下駄網枠など
が出土している。また，鹿児島大学構内遺跡では河||跡に
伴い，木杭列が検出されている。他に西田橋浜町遺跡で
は近世以降の木製品が多く出士しており，これらは劣化も
小さく比較的残存状態の良いものが多い。

出土木製品保存処理の現状と課題

１はじめに

近年，鹿児島県内において低湿地における発掘調査数が
鞠pし，それに伴い水浸木製品などの有機質遺物が多く出
土するようになった｡鹿児島県立埋蔵文化財センターには，

３木製品保存処理の現状

当センターでは木製品の保存処理を行うためにPEG加
熱含浸槽（170×70×70cm)2台，予備加熱槽(140×50
X50cm)2台,一時保管のためにフイルムを使用したシー
ルパック用の機器１台が設置されている。また，大型の木
製品に関しては一時保管用の水槽(187×92×70cm)が５
台屋外に置力れ,処理待ちの状態で水漬け保管されている。
これまで当センターで発掘し，出土した水浸木製品の保存
処理は，ほとんど民間業者へ委託している状況であった。
その理由としては，木製品の出土数が少なかったことや処
理に要する時間経費の不足，処理技術の問題などが挙げ
られる。また，委託できない分は大型水槽内での水漬けと
フィルムを用いたシールパックで一時保管を行ってきた。
民間委託を行う際は，年度内に納品してもらうために短

期間で行える処理方法を選択しなければならないまた，
処理が複数年にわたる場合は委託できないこともある。出
土数が少ない場合は良いが，用途不明の木製品が多量に出
土した場合経費的な問題も発生する。他には処理方法に
関する具体的な指示や成果品に対する検査システムも確立
しなければならない問題である。

出土木製品保存拠理用の機器としてPEG(ポリエチレング
リコール）力卿含浸槽が２台設置されており，これまでは
保存処理を民間委託することも多かったが，出土数の増加
に伴いセンター内で処理する数も増えてきた｡PEGは水浸
木製品の保存処理薬剤（寸法安定斉0として１９５０年代か
ら使用されてきた実績があり，遺物に大きな変形をもたら
さない上嗽的安定した保存処理法である。逆にPEG処理
法特有の問題点もある。ここでは鹿児島県姶良町小倉畑遺
跡から出土した木製品のPEG保存処理に関する基礎デー
タを紹介し，当センターにおける木製品保存如理業務につ
いての現状と課題について報告する。

２鹿児島県内の木製品出土遺跡

県内でこれまでに木製品が出土した主な遺跡を第１図
第１表に示すｂ弥生時代から近世まで合計14遺跡にのぼ
り，低地の遺跡が多く，いずれも水浸及びそれに近い状態
で木製品が出土している。最近の調査では川内市楠元遺跡
で弥生時代終末～古墳時代初頭の曲柄平鍬組合わせ式鋤，
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第１表鹿児島県内の水浸木製品出土遺跡地名表第１図鹿児島県における水浸木製品出土遺跡
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ものもある。非常に小さいものもあり，杭としての艤眉を
持つ力判断できないものもあるが，先端を尖らせる加工痕
の有無から判別した。加工痕のある角材状の木製品には木
口面が略三角形を呈した割材や板目材を利用し両端を切断
した板状のものなどがあり，いずれも何らかの音附である
と思われるが用途は不明である。害'財と板状の木製品は合
わせて３３点出土しており今回保存処理をした木製品の
62％を占めている（第２図)。
水はけの悪い土壌に立てられた杭は，地中部よりも地際

部で腐朽が先行する。腐朽は樹種や当時の環境，地面に立
っていた年数などの要因に影響され進行すると考えられる
先端部が加工により尖っているものが必ずしも杭としての
機能を持つとは限らない。また，残存する長さが必ずしも
当時地中に打ち込まれていた部分であるとも限らないが，
丸木杭の一端が腐朽の可能性をもつもの１０点について，
木口断面直径と長さの関係を第３図に示した。

写真１PEG含浸槽

このような背景と木製品の出土量の増加に伴い，民間委
託以外の木製品保存処理は当センターのPEG含浸槽で処
理している。

４小倉畑遺跡出土木製品について ５０．０

４５．０

鬮目島県姶良町｣､倉畑遺跡は一般国道１０号姶良バイパ
ス建設に伴い，平成６～９年度に発掘調査が行われた。姶
良町は鹿児島県本土のほぼ中央，鹿児島湾奥に位置し，町
の北部は姶良カルデラによって形成され，南部は別府川，
’割||が形成した沖積平野となっている。小倉畑遺跡は月I府
川河口の西方約１kmに位置し，段丘化した沖積平野に立
地している。標高は上位の段丘で約９m,下位の段丘で約
５mとなっており，木製品は下位の段丘から出土した。
木製品としては曲物，曲物の枠，横櫛，桧扇付札状木

製品，杭等が出土している。樹種は付札状木製品や櫛，蓋
などの樹種としてイスノキ，カヤ，センダンが報告書に掲
載されている。今回はその中でも多く出土した丸木杭や割
材，板状の木製品53点についてPEG処理を行った。
丸木杭は長さ５.２cm～43.5cm,断面直径2.2～8.4cmの大

きさで，平均すると長さ２０.２cm,断面直径5.2cmとなる。
先端が２節ロエされているものが多く，樹皮が残っている
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第３図丸木杭の木口面直径と長さ

また，遺跡内出土の水浸木材１１点について含水率を測
定した。含水率とは木製品の組織内に保有している水分の
重量を全乾時の重量との割合で表したもので，木材は含水
率の変化とともに寸法が変化する。水浸木製品の場合，樹
種，劣化の度合いなどで含水率が異なるため，それらに応
じて処理方法を変えることが望ましい。測定方法は，水浸
状態の木片から少量サンプリングし，木片表面に付着した
余分な水分をタオルで拭きとり，水分計で内部の水分を蒸
発させ重量変化を測定する方法である。含水率は最も高い
もので1512％,最も低いもので663％,平均897％となっ
た。測定した木片サンプルが数ｇと少量であったことや計
狽鐵が１０点と少ないため高い数値が得られた可能性が考
えられる。木製品は一部表面が腐朽しているものの，外観
上，含水率の測定値ほど脆くなく，芯部は比較的堅牢なも
のが多かった。
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第２図加工痕のある木製品の割合(今回の保存処理分）
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５保存処理方法 ６処理結果

PEG処理法は１９５０年代に北欧で開始され,1960～７０
年代にかけて日本に導入され,1980年代には日本各地に広
まっていった｡また,1980年代前半にドイツで開発された
分子量の異なる２種類のPEGを含浸させる２ステップ法
は現在も欧米を中心に広く普及している｡PEG処理法は日
本国内で最も普及している処理方法で，分子量４０００の
PEGを木材内腔に含浸し,木質内の水分をPEGに置換す
る方法である。処理に実績があり，比較的安定した（失敗
の少ない）寸法が得られる保存処理方法として広く使用さ
れている。一方，処理後，表面が黒っぽくなる，重量が大
きくなる，保存処理に時間がかかる等といった問題点もあ
る。また，含水率200～400％の保存状態が良好なカシ材
では比較的分子量が大きいPEG4000は木材内部に浸透せ
ず，むしろ内部の水分がPEG水溶液側に浸出するため収
縮が生じることが確認されている。カシ以外にもクリ，イ
スノキにおいて大きな変形が生じることも報告されている。
今回PEG処理した木製品は53点で,発掘調査後数年間

水浸状態が維持されるようにフイルムを使用したシーノレパ
ックで一時保管されてきたものである。保存処理にあたっ
ては,PEG投入前に５５℃の水に３日間浸けておき，汚れ
た水を換え,PEG９袋(180kg)を投入し,１６%まで濃度
を上げた。PEG濃度変化は第４図に示す6PEGを定期的
に投入し,水分を蒸発させながら約１年(54週）かけて濃
度96％まで上げた。水の蒸発量はPEG槽の上蓋の開閉量
で調整し,糖度計で濃度を測定しながらPEGを投入した。
第４図の中で47週目と５２週目で濃度が減少しているのは，
機械の誤操作により自動注水機能が作動し，水が増えたた
めである。また，処理期間中のPEG溶液のpHは６前後
で，溶液の色は処理開始から数週間で黒く変色した。

資料NoE14-45-1-2は丸木杭で長さ１７cm,木口断面の
直径約６cm,PEG処理前の重量は416.39,処理後の重量
は449.19である。芯持材で処理後の割れなどが心配され
たが，割れは生じなかった（写真２)。

写真２資料No-E14-45-1-2の木口面（処理前：左，処理後：右）

資料NoF13-45-2は丸木杭で長さ２３cm,木口面の直径
約６cm,処理前の重量494.79,処理後の重量497.2gであ
る。芯持材で割れなど心配されたが，割れは生じなかった
（写真３)。
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写真３資料No_F13-45-2(処理前：左，処理後：右）

試料No５0-３-１は加工痕のある割材である。長さ１９.５
Cm,最大輻５cm,処理前の重量は231.29,処理後の重量
は237.79である。PEG処理で割れ，ゆがみなどは発生し
なかった（写真４)。
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写真４資料No513-1拠理前：左，処理後：右）一〆

一ノ 資料NoE-14-45-1-1は丸木杭で長さ１８.６cm,木口面の
直径約8.5cm,処理前の重量699.59,処理後の重量736.39
である。芯持材で処理前から先端の加工部が大きく割れて
おり，処理によって割れが広がることが心配された。写真
５を見ると左から大きな割れが生じていることが分かるが
これは処理前にも見られる。しかし，写真６の処理前後を
見比べると，中央付近から左右方向に割れが発生している
ことが分かる｡これはPEG処理後に発生した割れである。
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第４図PEG濃度の変化
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写真５資料NoE-14-45-1-1

曇

(処理前：左，処理後：右） 写真７水糸佐）とガーゼ（右）の痕跡

７処理後の保管

PEG処理後の木製遺物は他の金属器や有機質遺物など
とともに特別収蔵庫内に保管している。特別収蔵庫内は温
度20℃,湿度50％に保たれている。PEG処理後に特別収
蔵庫に保管し，６か月後に再び重量を測定したところ，（処
理直後の重量一(処理後６か月後の重量で最大46.69,
最小0.19,平均して9.9g重量が減少していた。６か月後
に全ての木器の重量が減少しており，これは木製品の水分
が完全にPEGに置換されていなかったため６か月の間に
蒸発し，自然に乾燥していったと考えられる。この間の形
状変化は認められなかった。

写真６資料NLE-14-45-1-1の先立網I(処理前：左，処理後：右）

芯持材を利用した木製品17点の中でPEG処理によって
割れが発生したと確認できたのは２点で，他は処理後６か
月経過しているが，大きな問題は確認されていない。割れ
が生じた直接の原因は不明であるが，樹種や木取り，含水
率などが関係していると考えられる。この問題は含浸時間
を極めて長くしたり，界面活性剤を併用することなどで回
避できる可能性も報告されている。処理前と処理直後での
重量変化は最大110.4％，最小82.9％，平均して103.2％
となり,PEG処理によって多くの木製品は重量が増えるが，
中には減るものもあった。重量変化の差については樹種，
木取り，劣化状態などと関係すると思われるが，樹種や含
水率のデータが少ないため，重量変化との相関は確認でき
ていない。丸木杭などの芯持材とそれ以外のものの重量変
化を第２表に示す６

８木製品保存処理の課題

以上，当センターにおけるPEG処理法について紹介し
たが,木製品の含水率が比較的大きいわりには大きな割れ，
ゆがみ，反りなどが生じた木製品は少なく，比較的安定し
た寸法が維持された。しかし，木製品の保存処理はスター
トしたばかりで今回の処理においても多くの課題を抱えて
いる｡例えば目的に沿ったデータ採取･分析を行うことや，
保存処理の方法，処理後の管理等不十分な点が多い。含水
率や収縮率などのデータについては非破壊で算出する方法
もあるので，樹種や木取り，劣化状態ごとに計測し，比較
する必要がある。樹種や劣化状態を考慮した処理方法はこ
れまでに多くの研究成果が報告されているのでそれらを参
考にし，南九州における水浸木製品の傾向を探りながら保
存処理を行いたい。処理後の色の問題や水糸，ガーゼの痕
跡も改善すべき課題である。また，木材内部にPEGがど
れだけ含浸したかを把握する測定方法や細かな濃度管理を
行うことのできる作業体制についても模索していく必要が
ある。処理経費や期間などの問題もあるが，今回の報告を
礎とし，他機関の処理方法も参考にしながら，当センター
で両哨旨な他の処理方法についても今後検討していきたい。

（南の縄文調査室永濱功治）

第２表PEG処理後の重量変化

処理後に木製品の表面が黒く変色したため，エタノール
水溶液で洗浄し，表面のPEGを拭き取った。その結果，
表面につやは出るが,色に大きな変化は認められなかった。
また，遺物カードを水糸で木製品に結んでいたため，重

なった木製品の重量によって幾つかの木製品に水糸の痕跡
が残ってしまった。さらに，処理後，木製品の下にガーゼ
を敷いていたため，自重でガーゼの網目痕が転写されたと
思われるものがあった（写真７)。
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